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号外 世界政治学会福岡大会・日本政治学会研究会のご案内 DEC.2005 

第20回世界政治学会福岡大会・ 2006年度目本政治学会のご案内

2006年世界政治学会・福岡大会組織委員長

佐々木毅・五百旗頭真

日本政治学会理事長 渡辺浩

2006年度の政治学会は、本会が主催する第20回世界政治学会（InternationalPolitical Science Associ-

a ti on）福岡大会と合同で、 7月9～13日に福岡市の福岡国際会議場及び福岡サンパレスにて開催されま

す。

世界政治学会は、ユネスコをスポンサーとして1949年に設立され、現在42の各国政治学会を会員として

いるほか（日本政治学会は1952年加盟）、約100の団体会員及ぴ1000名超の個人会員から構成されており、

世界各国における政治研究の動向を知り、また日本の政治学研究を世界に発信するまたとない機会です。

会員の皆様には奮ってご参加いただくようお願い申し上げます。

なお、今回は日程や参加手続が、例年と異なります。以下でご案内申し上げますので、お間違いのない

ようご注意ください。

0大会概要

とき： 2006年 7月9日（日）～ 7月13日（木）

ところ：福岡国際会議場（合福岡サンパレスホール）

〒812-0032 福岡市博多区石城町2-1

主催：日本学術会議、日本政治学会

後援：

日本国際政治学会、日本比較政治学会、日本選挙学会、日本平和学会、日本公共政策学会、政治思

想学会、日本行政学会、 NPO学会、ゲーミング＆シミュレーション学会、国際安全保障法学会、

日本法政学会、軍事史学会、日本EU学会、ラテンアメリカ政経学会、アメリカ学会、環日本海学

会（順不同）

協力：独立行政法人国際観光振興機構

0会場へのアクセス（福岡空港・博多駅より公共交通機関利用）

福岡空港（地下鉄福岡空港駅） -5分→ 博多駅（福岡センタービ、lレ前ノfス停・Eのりば、 11、19、47、

48、50系統） -13分→ 国際会議場・サンパレス前
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2006年度日本政治学会研究会企画について

「民主主義（Democracy）」と「安全保障

(Security）」は、 21世紀の政治学における重要

なキーワードだ一一一多くの人々が、そう考えてい

るのではないでしょうか。冷戦後、先進国のみな

らず、途上国や旧社会主義国も民主化し、そのプ

ロセスは今なお進んで、います。けれども、世界は

平和になるどころか、より危険な場所になったよ

うにも見えます。民族紛争や宗教対立、テロや暴

動など、政治的な暴力は、専門家のみならず、今

や普通の市民の関心事です。私たちは、政治学者

として、この深刻な不安にどう答えるのか。 2006

年度の研究会は、そうした視点から企画しまし

た。

世界政治学会（IPSA）福岡大会は、「民主主

義は機能しているか (Is Democracy 

Working ？）」を共通テーマに選ぴました。非常

に重い問いです。民主主義はうまく機能している

か。機能不全は起こっていないか。欠陥を是正で

きるのか。こうした聞いと関連して、対テロ戦争

とグローパリゼーションの最中にある世界では、

次のような疑問も浮かび、ます。一つは、グローパ

リゼーションの過程で、民主主義的な国家は市民

の安全な暮らしを守れるのか。もう一つは、民主

主義的な国家は、激動する国際関係の中で平和を

提供できるか、です。 IPSAとの共同開催の意味

を深めるよう、来年度の研究会は、大きなテーマ

として「民主主義と安全保障一一日本と東アジア

から考えるJを掲げようと思います。

7月9日（日）全日を使い、共通論題二つを続

けて開催する形式とします。午前の部は「民主主

義は市民社会を守るかJ、午後の部は「民主主義

は国際平和をつくるか」です。午前の部では、

「安全保障」を広くとらえ、経済・労働・教育・福

祉など暮らしの「安全」や、社会的弱者（たとえ

日本政治学会企画委員長 竹中 千春

ば貧困層・マイノリティ・ジェンダー・移民）の

人権と「安全」を考察します。午後の部では、民

主化への胎動をはらむ東アジアで、「安全保障」

と国際平和をどう構築するか、誰がそれを担う

か、を考察したいと考えています。

日本は、アジアのみならず、世界的な学術ネッ

トワークの拠点です。その力量を十分に発揮し、

学会員の方々とともに、世界各地から福岡に集ま

る専門家の方々の関心を引きつける企画にしたい

と思います。開催方法にも工夫をこらします。研

究会は基本的に日本語で行いますが、言語の壁を

越えたコミュニケーションをはかるため、英語へ

の同時通訳を提供します。また、識者の自由な討

論と同時に、会場との円滑なコミュニケーション

を実現すべく、パネル・デイスカッション形式を

取ります。

こうした国際的な知的交流の場を準備する上

で、以下の点に配慮します。第 1に、多くの方々

が参加でき、多くの方々の協力で聞く、文字通

り、民主主義的な研究会をめざすこと。第 2に、

日本政治学会と政治学に関係する諸学会との協力

を実現すること。第3に、これを好機に学術交流

のネットワークを拡充するよう、国内・圏外から

多くの方々に参加してもらえる内容・形式にする

こと。第 4に、若手研究者に国際的な学術交流の

実際を経験してもらうこと（そのため特にポス

ターセッションを企画します）。第 5に、学会外

の方々にできるだけ聞かれた形で開催すること、

です。いかがでしょうか。

私たちの研究成果を確実に発信し、国内・国外

に存在感のある日本政治学会をアピールするよ

う、企画委員一問、精一杯努力する所存です。皆

様のご協力とご参加を心よりお願い致します。
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7月9日（日）

2006年度日本政治学会研究会プログラム

雀相龍

研究会テーマ 「民主主義と安全保障一一日本と

東アジアから考える」

(Democracy and Security in .Japan and East 

Asia) 

午前の部：「民主主義は市民社会な守るかJ
( 9 : 30-12 : 00 国際会議場メインホール）

司会： 杉田敦（法政大学）

パネリスト：テッサ・モーリス＝スズキ

（オーストラリア国立大学）

新川敏光（京都大学）

斎藤純一（早稲田大学）

酒井哲哉（東京大学）

総会（13: 00-14 : 00 国際会議場メインホール）

午後の部：「民主主義は国際平和をつくるか」

(14: 00-16: 30 国際会議場メインホール）

司会： 毛里和子（早稲田大学）

ノfネリスト：明石康（日本政府代表・スリランカ

平和構築及ぴ復旧・復興担当）

（高麗大学校・元駐日韓国大使）

栗栖薫子（大阪大学｝

藤原帰一（東京大学）

＊午前の部・午後の部ともパネル・ディスカッ

ション形式で行います

＊報告・討論は基本的に日本語です。英語での

同時通訳を提供します。

7月10-12日 ポスターセッション

（詳細は追ってお知らせします）

上記のスケジュールおよぴ開催会場は、 2005年

10月現在の暫定的なものです。近く、世界政治学

会との協議を経て正式に決定される予定ですが、

その結果につきましては、今後、日本政治学会

(http:/ I wwwsoc.nii.ac.jp/jpsa2）と2006年世界

政治学会・福岡大会組織委員会（http://wwwsoc. 

nii.ac.jp/jpsa2/ipsa）のウェブサイトをご参照い

ただければ幸いです。研究会情報は、逐次更新さ

れます。

第20回世界政治学会福岡大会プログラム

j第20回世界政治学会福岡大会は「民主主義は機

能しているか？ Jをメイン・テーマとして、 7月

9～ 13日に約400のセッションが行われます。プ

ログラムは、①メイン・テーマに沿って世界政治

学会執行委員会プログラム小委員会が組織する

セッション（MTセッション）、②世界政治学会

の下に分野毎に設けられている49のリサーチ・コ

ミティが組織するセッション（RCセッション）、

③一般公募により設置されるセッション（SS=

スペシャル・セッション）から構成されます。

ここでは、スペシャル・セッションのうち、

2006年世界政治学会・福岡大会組織委員会によっ

て設置された27のセッションについてご案内申し

上げます。その他のセッションを含めた最新フ。ロ
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2006年世界政治学会・福岡大会組織委員会

事務総長 蒲島郁夫

事務総長代理小林良彰

グラムは、世界政治学会本部が運営する福岡大会

公式サイト（http://www.fukuoka2006.com/ 

en）にてご確認下さい。

Maruyama Masao, Political Philosopher 

Chair: N aoaki Hiraishi, University of Tokyo 

Papers: Maruyama Masao in the 20th Century 

Social Science 

Andrew Barshay, University of 

California 

Maruyama’s Position in Asian Nation-

al ism 

Sung Gua, Chinese Academy of Social 

Science 



Maruyama’S Idea of Modernity 

Compared with the Western Ones 

Wolfgang Seifert, University of 

Heidergerg 

Disc: Haruo Miyamura, Seikei University 

Rebuilding Policy Process Approaches 

Chair: Satomi Tani, Okayama University 

Papers: Fluctuating Purpose in Japan Highway 

Privatization Process 

Jun Iio, National Graduate Institute 

for Policy Studies 

Comparing N eoliberal Reforms in 

Japan and the United Kingdom 

Yu Uchiyama, University of Tokyo 

Reform in Social Security Policy and 

Its Implication 

Harukata Takenaka, National Grad-

uate Institute for Policy Studies 

Disc: Yukio Adachi, Kyoto University 

Justice in an Age of Diversity 

Chair: Yasuo Tsuji, Hokkaido University 

Papers: Freedom and Diversity 

James Tully, University of Victoria 

Solidarity and Cultural Diversity 

Russell Muirhead, Harvard U niver-

sity 

Deliberation and Diversity in Different 

Societies 

Makoto Hayakawa, Rissyo Univer-

sity 

Is Multiculturalism Compatible with 

Minority Politics ? 

Fumio Iida, Kobe University 

Disc: Yasuo Tsuji, Hokkaido University 

Three Makers of Modern Japanese Society 

Chair: Hiroshi Watanabe, University of 

Tokyo 

Papers: Fukuzawa Yukichi: Making of New 

Thinking and Private University 

Shin’ichi Kitaoka, University of 

Tokyo 

Okuma Shigenobu: Making of Political 

Party and Private University 
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Kaoru lokibe, Tokyo Metropolitan 

University 

Shibusawa Eiichi: Making of Business 

and Philanthoropy 

Masahide Shibusawa, Shibusawa 

Foundation 

Disc: Michael Austin, Yale University 

Tao Dewin, Kansai University 

Asia Barometer: Where and How It Can Be 

Improved ? With Comparative Reference to 

Other Surveys, Regional and Global 

Chair: Takashi Inoguchi, Chuo University 

Papers: World Values Survey at 30: Global 

Diffusion and Impacts 

Ronald lnglehart, University of 

Michigan 

Asia Barometer: Aim, Scope and 

Strength 

Miguel Basanez, Global Quality 

Research Corp. 

European Value Survey as Regional 

Treasure 

Kenneth Newton, University of 

Southampton 

Korea Barometer 

Doh・Chull Shin, University of 

Missouri 

Comparisons 

Kazufumi Manabe, K wansei Gakuin 

University 

Disc: Ryozo Yoshino, The Institute of Sta-

tistical Mathematics 

Citizens and Democracy: Asia and Europe 

Chair: Ian Marsh, Australian National Uni-

versity 

Papers: Political Cultures of Democracy 

Jean Blondel, European University 

Institute 

Political Participation and Political 

Equality in Asia and Europe 

Ikuo Kabashima, University of Tokyo 

Globalization and State Capacity 

Ian Marsh, Australian National Uni-

versity 
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Asian Consortium for Political Research: Its 

Aim, Scope and Strength 

Chair: Chung-Si Ahn, Seoul National Uni-

versity 

Papers: ACPR Achievements and Aspirations 

Takashi Inoguchi, Chuo University 

ACPR-ECPR: Are They Sisters and 

Brothers? 

Jean Blonde!, European University 

Institute 

Local Governance by Way of Deliber -

ate Democracy 

Baogang He, University of Tasmania 

Civil Society Blooms in Asia 

James Tang, University of Hong 

Kong 

Disc: Chan W ook Park, Seoul National 

University 

Renaissance of Political Culture Research? 

Confidence in Institution: Asia and Europe 

Chair: Kenneth Newton, University of 

Southampton 

Papers: From French Nationalism to European 

Cosmopolitanism 

Yves Schemeil, Institut d’Etudes 
Politiques de Grenoble 

One Nation -Two Cultures ?: Political 

Orientations in East and West Ger-

many Ten Years After Reunification 

Jurgen Maier, University of Bamberg 

Glob-nationalism Italian Style 

Pierangelo Isernia, University of 

Siena 

Politics Shaping Culture ?: Political 

Culture After 20 Years of Democracy 

Pedro Magalhaes, University of Lis-

hon 

Ireland’s Political Culture: Overlap-

ping Consensus and Modus Vivendi 

Pat Lyons, University College Dublin 

Political Culture in Sweden: The Inter-
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play between Critical Citizens and the 

Responsive State 

Ann-Cathrine Jungar, Sodertorns 

Hogskola 

Political Culture in Greece 

George Contogeorgis, Panteon Uni-

versity of Athens 

Disc: Takashi Inoguchi, Chuo University 

Renaissance of Political Culture Research ? 

Identity in Asia and Europe 

Chair: Hsin-Huang Michael Hsiao, Asia-

Pacific Research Program, Academia 

Sinica, Taipei 

Papers: Difference across Generations: Chang-

ing Attitudes in Japan 

Guo Dingping, Furlan University 

Taiwan’s Political Culture and Social 

Pattern under Democratic Consolida-

tion and Globalization 

Hsin-Huang Michael Hsiao, Asia-

Pacific Research Program, Academia 

Sinica, Taipei 

Political Culture in Malaysia: Contest-

ing Developmentalism in a Multi-

Ethnic Society 

Johan Saravanamuttu, University 

Sains Malaysia 

Religion, Culture and Politics in In-

donesia 

Suzaina Kadir, University of Sin-

gapore 

Thai Pragmatism in the Globalizing 

World 

Chaiwat Khamchoo, Chulalongkorn 

University 

Disc: Doh C. Shin, University of Missouri 

War and Democracy from Gender Perspective 

Chair: Chiharu Takenaka, Meiji Gakuin 

University 

Papers: What Does Democracy Have to Do 

with How Women Are Militarized ? 

Cynthia Enloe, Clark University 

Democracy and Masculinity Politics in 

South Korea 



lnsook Kwon, Myongji University 

Acts of Courage: Women’s Responses 

to War and Conflict in South Asia 

U rvashi Butalia Zubaan, Publisher, 

India 

Disc: Noriyo Isozaki, Gakushuin Univer-

sity 

Political Behavior within Institutions: Com-

parative Perspectives using Comparative 

Study of Electoral Systems Data 

Chair: Ken’ichi Ikeda, University of Tokyo 
Papers: Parties as the Representatives of 

Social Cleavages: The New Democ-

racies in Comparative Perspective 

Ian McAllister, Australian National 

University 

Stephen White, University of Glas-

gow 

Contextual Determinants of Voting 

Behaviour: Political and Institutional 

Factors Explaining the Role of 

Leaders, Economics and Ideology in 

Voting Choice 

Andre Freire, University of Lisbon 

Marina Costa Lobo, University of 

Lisbon 

Pedro Magalhaes, University of Lis-

hon 

Electoral Institutions and Satisfaction 

with Democracy 

Jacques Thomassen, University of 

Twente 

Kees Aarts, University of Twente 

Consolidating Democratic Elections in 

Thailand: Comparisons of the 2001 and 

2005 Parliamentary Elections 

Robert B. Albritton, University of 

Mississippi 

Thawilwadee Bureekul, The King 

Prajadhipok’S Institute 

Disc: Ken’ichi Ikeda, University of Tokyo 

Comparative Legislatures 

Chair: Sadafumi Kawato, Tohoku U niver-

sity 
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Papers: Agenda Power in Democratic Legisla-

tures: Comparing Parliamentary 

Processes and Outcomes in the US, 

Japan, Germany, and Italy. 

Gary Cox, University of California, 

San Diego 

Mathew McCubbins, University of 

California, San Diego 

Legislative Polarization across Coun‘ 

tries 

David Brady, Stanford University 

David Epstein, Columbia University 

Sharyn O’Halloran, Columbia Uni-

versity 

Time Constraint and Agenda Control 

in the Japanese Diet 

Sadafumi Kawa to, Tohoku U niver-

sity 

Mikitaka Masuyama, Keio University 

Legislative Deliberation Decides Exec-

utive and Judiciary Discretion 

Kentaro Fukumoto, Gakushuin Uni-

versity 

Disc: Mikitaka Masuyama, Keio University 

Hannah Arendt’s Political Theory: Between 

Past and Future 

Chair: Shin Chiba, International Christian 

University 

Papers: Remembrance of the Remains of the 

Past: Revisiting the Arendtian Public 

Yayo Okano, Ritsumeikwan Univer-

sity 

Hannah Arendt’S Idea of Politics 

Revisited 

Yi-Hwang JIANG, Taiwan National 

University 

Theorizing the Politics of Citizen 

Action based on Hannah Arendt’s 

Theory 

Toshio Terajima Kansai University 

Disc: Daisuke Moriwake, International 

Christian University 

New Political Culture with Comparative Per-

spective 



Chair: Y oshiaki Kobayashi, Keio University 

Papers: New Political Culture in U.S.A. 

Terry Clark, Chicago University 

New Political Culture in Japan 

Miho Nakatani, Meijigakuin Univer-

sity 

New Political Culture in Korea 

Jang Wonho, City University of 

Seoul 

Disc: Hiroshi Hirano, Gakushuin Univer-

sity 

Democracy as a Public Philosophy in the 

Global Perspective 

Chair: Masaya Kobayashi, Chiba University 

Papers: Just Why Are We All Democrats 

Today? 

John Dunn, Cambridge University 

Democracy on Trial: Maruyama, Fu-

kuda and Postwar Japan 

Takashi Kato, Seikei University 

Contemporary Democratic Theory in 

France 

Shigeki Uno, University of Tokyo 

Democracy, Communitarianism, and 

Republicanism 

Masaya区obayashi,Chiba University 

Paul Kelly, LSE 

The Plural Paths of British Pluralism 

Rodney Barker, LSE 

Isaiah Berlin and the Politics of Iden-

tity 

Tatsuya Mori, JSPS 

Disc: Ryuichi Yamaoka, University of the 

Air 

Why Democracy Endures ? 

Chair: Yutaka Tsujinaka, University of Tsu-

kuba 

Papers: European Cases 

Ferdinando Millier-Rommel, Univer-

sitat Lueneburg 

Latin American Cases 

Enrique Peruzzotti, U niversidad Tor-

cuato Di Tella 

East Asian Cases 

Takashi Inoguchi, University of 

Tokyo 

African Cases 

Mitsugi Endo, University of Tokyo 

Disc: Keiichi Tsunekawa, University of 

Tokyo 

Carl Schmitt’s Significance in the 21st Cen-

Disc: M01トHanTsai, Doshisha University tury 

Policy Making Processes 

Chair: Young Rae Kim, Ajou University 

Papers: Beyond Projection: A Test of the Prox-

imity and the Directional Models of 

Issue Voting in Japan 

N aoko Taniguchi, Teikyo University 

The Influence of National Elections on 

the Budget of the Government in Japan 

Munenori Ichisima, Cyukyo U niver-

sity 

Mizue Yuzurihara, Keio University 

Disc: Harumichi Yuasa, Kyusyu Interna-

tional University 

Liberalism, Pluralism, and Multiculturalism 

Chair: Shozo Iijima, W aseda University 

Papers: Multiculturalism Reconsidered 
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Chair: Harald Kleinschmidt, University of 

Tsukuba 

Papers: Carl Schmitt as a Critic of Globaliza-

ti on 

Reinhard Mehring, Humboldt-

University of Berlin 

Carl Schmitt’s Critique of Liberal-

ism -From Bourgeois to Citoyen. 

Keita Koga, Osaka International 

University 

Carl Schmitt and Genealogy of Critique 

of ‘Just War’ 
Takeshi Gonza, Hokkaido U niver-

sity 

Disc: Takao Tani, University of Niigata 

Ending the Welfare Sate as We Know It? 

Politics, Citizenship and Welfare Reform 



Chair: Jiro Yamaguchi, Hokkaido U niver-

sity 

Papers: The Active Social State: Emancipatory 

versus Repressive Versions 

Philippe Van Parijs, U niversit吾Cath-

olique de Louvain 

The Paradox of the Welfare State: 

Catching the Middle Class 

Jon as Hinnfors, Goteborg University 

Republican Post-Productivism: Social 

Policy and the Active Citizenship 

Agenda 

Stuart White, Oxford University 

Disc: Taro Miyamoto, Hokkaido U niver-

sity 

Comparative Politics on Reproductive Rights: 

U.S., Eastern Europe, Korea and Japan 

Chair: Marian L. Palley, University of Del-

aware U.S. 

Papers: Drothy E. MacBride, Florida At-

Ian tic University 

Dag Stenvoll, University of Bergen 

Norwey 

H wasoon Byun, Korean Women’s 

Development Institute 

Disc: Misako Iwamoto, Mie University 

Reiji Matstumoto, W aseda U niver-

sity 

Changing Media, Changing Politics 

Chair: Samuel Popkin, University of 

California, San Diego 

Papers: News That Sells: Media Competition 

and News Content 

James Hamilton, Duke University 

Entertaining Politics 

Matt Baum, University of California, 

Los Angels 

Changing Media, Changing Politics in 

Japan 

Masaki Taniguchi, University of 

Tokyo 

Media and Public Opinion in China 

Susan Shirk, University of Califor-

nia, San Diego 

Changing Media, Changing Political 

Organization 

Samuel Popkin, University of 

California, San Diego 

The Mass Media and Koizumi's 

Populist Politics 

Ikuo Kabashima, University of Tokyo 

Gill Steel, University of Tokyo 

Disc: Samuel Popkin, University of 

Reconsidering Nineteenth Century Liberal- California, San Diego 

ism 

Chair: Masashi Sekiguchi, Kyushu Univer-

sity 

Papers: 19th Century French Liberalism: Its 

Belated Victory and New Challenges 

Name Affiliation 

Ken Tsutsumibayashi, Keio U niver-

sity 

Critique of Liberal Reason by Frie-

drich Nietzsche and William James 

Masahiko Kaburagi，区yushuUniver-

sity 

Liberalism and Submission 

M.L.J. Wissenburg, Radboud Univer-

sity Nijmegen 

Disc: Takamaro Hanzawa, Tokyo Metro-

politan University 
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The Change of Electoral System and Its 

Effects: Some Evidence from Japan 

Chair: Takeshi Kohno, Keio University 

Papers: A Decade of DPJ Evolution: Ideology 

and Geography 

Robert Wiener, Cornell University 

Are New Types of Candidates Emerg-

ing under MMM in Japan? 

Masahiko Asano, University of 

Tokyo 

The Impact of Mixed Electoral Sys-

tems on Voting Behavior and Cam-

paign Strategies in Japan 

Hiroki Mori, Doshisha University 

Disc: Gill Steel, University of Tokyo 



Party System Change 

Chair: Kenji Hirashima, University of 

Tokyo 

Papers: The Sartori’s Typology of Party Sys-

terns: Obstinate or Obsolete ? 

Stefano Bartolini, University of 

Bologna 

Party Systems and the Dynamics of 

Party Competition 

Michael Laver, New York University 

The Presidentialization of Politics in 

Britain and Japan: Comparing Party 

Responses to Electoral Dealignment 

Name Affiliation 

Tomokazu Sakano, University of 

Kobe 

Integrating the Horizontal and the 

Vertical: An Ongoing Polarization of 

the French Party System since 1981 

Y ohei Nakayama, University of 

Tokyo 

Disc: Kenji Hirashima, University of 

Tokyo 

A Political Challenge from the Perspective of 

Domestic Labor 

Chair: Y ayo Okano, Ritsumeikan University 

Papers: Maria Jansson, Stockholm Univer-

sity 

Chalidaporn Songsamphan, Tham-

masat University 

Irene Tong, University of Hong 

Kong 

Disc: Pe trice Flowers, University of 

Hawaii 

The Impacts of Social Networks on Political 

Behavior and Social Capital 

Chair: Ken’ichi Ikeda, University of Tokyo 
Papers: Communication, Disagreement, and 

Polarization in Democratic Politics 

Robert Huckfeldt, University of 

California, Davis 

Making Democracy (at) Work: Conse-

quences of Cross-Cutting Political Dis-

course in the Workplace 

Jeffery Mondak, University of II-

linois 

Diana Mutz, University of Penn-

sylvania 

Effects of Personal Networks on the 

Public Opinion Process 

Satoko Yasuno, Chuo University 

Manufacturing Trust: Community Cur-

rencies, Social Networks and the Crea-

tion of Social Capital 

Sean Richey, University of Tokyo 

Ken’ichi Ikeda, University of Tokyo 
Disc: Ruediger Schmitt-Beck, Universitat 

Duisburg-Essen 

（順不同。 2005年10月現在の予定。時間・部屋割

は、今後世界政治学会本部により決定されます）

第20回世界政治学会福岡大会・ 2006年度日本政治学会参加手続について

第20回世界政治学会福岡大会・ 2006年度日本政

治学会では、例年の日本政治学会研究会とは異な

り、すべての参加者（日本政治学会総会・研究会

のみ出席される方を含みます）に登録手続をお取

りいただく必要があります。登録手続は、参加形

式によって異なりますのでご注意下さい。

1 .第四回世界政治学会福岡大会において、コン

ビナー・報告者・討論者・司会者のいずれかを

務められる皆様：
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恐れ入りますが、世界政治学会の要請により、

世界政治学会本部が運営する福岡大会公式サイト

(http:/ /www.fukuoka2006.com）を通じてご

登録下さい。大会登録は、①左記ウェブサイト上

に個人アカウントを作成すること、②同アカウン

トを通じて登録料を納入すること、という 2ス

テッブがあります。 2006年3月31日までに登録料

が納入されない場合、世界政治学会本部において

大会プログラムから削除されますので、お早めに

手続を完了されますようお勧めします。



2 .上記 1.を除〈、第20回世界政治学会福岡大

会又は20日6年度目本政治学会に参加される、日

本政治学会会員の皆様：

2006年 1月1日～ 3月31日の問、 2006年世界政

治学会・福岡大会組織委員会のホームページ

(http://wwwsoc.nii.ac.jp/jpsa2/ipsa/index. 

htm）に登録用ページへのリンクを張ります。登

録料75ドル十手数料（日本円未定）を、クレジッ

トカードでお支払いください。通常235ドルのと

ころ、日本政治学会会員には特別割ヲ｜が適用され

ます。 3月31日までに登録いただけない場合は、

大会当日の登録となりますのでご了承ください。

当日は窓口の混雑が予想されますので、できるだ

け組織委員会のホームページを通じて、上記期間

にお手続きいただければ幸いです。

登録料には、以下の代金が含まれます。

Oコングレス・ノfッグ

O福岡市主催開会レセプション（ 9日夕）参加費

O福岡県主催閉会レセプション（13日夕）参加費

O大会フ。ログラム冊子

0シャトルパス利用料

0その他（観光情報など）

（注）日本政治学会総会・研究会恒例の懇親会は今

回行わず、世界政治学会大会として 2回のレ

セプションを行います。

3 .大学院生の皆様：

上記 2.による登録も可能ですが、大学院生に

ついては、世界政治学会本部が運営する福岡大会

公式サイト（http://www.fukuoka2006.com)

を通じて登録いただ、いたほうが安価です。

第羽田世界政治学会福岡大会・ 2006年度目本政治学会宿泊・旅行のご案内

1 .ホテル予約

2006年 1月1日より、 2006年世界政治学会・福

岡大会組織委員会のウェブサイト（http://

wwwsoc.nii.ac.jp/jpsa2/ipsa）において、本大会

の指定旅行代理店・日本旅行福岡イベントコンペ

ンションセンターが、皆様の宿泊予約を承りま

す。同サイトを通じてご予約いただけるホテル

は、以下の各施設です。

地区 ホテル名 食事 シングル料金
ツイン料金
( 1名分）

中洲川端 、／ ＊手,11，員全 ？－手福岡 I泊朝食なし 11,000 11, 000 （予定）

中洲川端 グランドハイアット福岡 x I泊朝食っき 19,000 15,000 

中￥！十｜川端 東尽第一ホテル福岡 1泊朝食っき 9,000 7,000 

博多駅 ホテル日航福岡 1泊朝食っき 18,900 15,000 

博多駅 ホアルセントフーザ博多 1泊朝食っき 11,000 8,000 

博多駅 博多全日空ホテル I泊朝食っき 14,000 11,000 
博多駅 博多都ホテル 1泊朝食っき 11 000 8,000 

博多駅 ホテルサンルート博多 I泊朝食っき 8,000 
博多駅 デPュークスホァル博多 l泊朝食っき 9,200 7,800 
博多駅 博多グリーンホテル《 1泊朝食っき 6,300 

天神 、w 酉鉱Z乏ン E串工／弘 l泊朝食っき 16,000 13,000 

天神 ホテルニューオータニ博多 1泊朝食っき 13 000 9,000 

天神 博多東急イン 1泊朝食っき 10,000 9,000 

天神 くν） モントレ・ラ・スーレ福岡 1泊朝食っき 12,600 9,500 

天神 ν ホテルアセント福岡 1泊朝食っき 8,000 

天神 博多グリーンホテル天神ゾ 1泊朝食っき 6,600 

天神 冷泉閣ホテル駅則 1泊朝食っき 3,880 

天神 アパホァル福岡 1泊朝食っき 6,300 
ももち JALリゾートシーホークホテル福岡 1泊朝食っき 11,000 11,000 
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0ホテルオークラ福岡は、世界政治学会執行委員

等の公式ホテルとなりますので、現時点では、

大会参加者の皆様の宿泊予約を承る部屋数が未

定となっております。 2006年 1月1日以降に、

ウェブサイトにてご石室認ください。

0宿泊料金等の詳細は、変更される場合がありま

す。予約時にご確認ください。

0お問い合わせ

日本旅行福岡イベントコンペンションセン

ター（天神支店内）

〒8100073 福岡県福岡市中央区舞鶴22-1 

筑邦銀行ビル 5階

TEL: 092…732-6363 （担当：天野）

Q｛令泉閣ホテルの上記料金には、先着順で2006年

世界政治学会・福岡大会組織委員会による宿泊

費助成が適用されております。なるべく途上国

からの参加者、コンビナー・司会者・報告者・

討論者、大学院生をご優先下さるようお願いい

たします（同ホテルの他、宿泊費助成を適用す

るホテルを追加する予定です）。宿泊費助成が

適用されるホテルにご宿泊の場合は、コンビ

ナー・司会者・報告者・討論者または大学院生

である旨の証明のご提出をお願いする場合がご

ざいます。

0上記ウェブサイトによらず、各自でホテルをご

予約いただくことも可能ですが、大会期間中は

「博多祇園山笠」が行われるため、混雑が予想

されます。お早めのご予約をお勧めします。

0なお、大会期間中は、¢福岡国際会議場～主主L
川端地区（ホテルオークラ福岡前）～JR博多

駅前（筑紫口）、②福岡国際会議場一三立車生豆一

（西鉄グランドホテル前）聞にシャトルパスを

運行します。

2 .鉄道・航空便等の予約

福岡までの交通手段につきましては、各自でご

予約ください。

福岡へのアクセス等についての情報は、福岡観

光コンペンションビューローのウェブサイト

(http://www.welcome司fukuoka.or.jp）もご参

照ください。

3 .プレ／ポスト・コングレスツアー

日本旅行福岡イベントコンペンションセンター

では、第20回世界政治学会福岡大会・ 2006年度日

本政治学会の前後、または大会期間中のご同伴者

向けに、各種ツアー、英語通訳付ツアー（市内及

び近隣、九州国立博物館、太宰府、有国・伊万里、

京都・奈良など）をご用意する予定です。 2006年

世界政治学会・福岡大会組織委員会のウェブサイ

ト（http://wwwsoc.nii.ac.jp/jpsa2/ipsa）およ

び大会期間中福岡国際会議場の専用ツアーデスク

にて詳細をご案内いたします。

第20回世界政治学会福岡大会へのご協力のお願い

第20回世界政治学会福岡大会に向けて、日本政

治学会理事会および大会組織委員会では、福岡

県・福岡市をはじめ、各方面に協力を求めて資金

の確保に努めておりますが、主催団体である本会

会員の皆様にも、日本でこの大会を成功させるこ

との重要性をご理解いただき、募金にご協力をお

願いしております。

昨年末に募金の受付を開始した後、以下の皆様

から4'119' 594円のご寄付を項戴しました。この

2006年世界政治学会・福岡大会組織委員長

佐々木毅・五百旗頭真

向執行委員長 渡 辺 浩

場を借りて御礼申し上げます。

青山倫、浅野豊美、安部博純、天川晃、荒木義

修、有賀弘、安西敏三、飯尾j問、五百旗頭真、五

十嵐仁、五十嵐武士、井竿富雄、石川捷治、石田

徹、市川喜崇、伊藤修一郎、伊藤捕彦、稲継裕

昭、猪口孝、今井清一、今村直樹、岩井奉信、岩

崎健久、岩淵美克、岩本美砂子、上神貴佳、内田

満、内田みどり、宇野重昭、宇野重規、梅津賞、

1
i
 

司
E
A



江上能義、遠藤美奈、大賀睦夫、大串和雄、大津

麦、大主義秀夫、大谷明夫、大津留智恵子、大中一

輔、大西裕、大野節子、大八木時広、大山耕輔、

岡田浩、小野耕二、鹿島正裕、柏谷泰隆、蒲島郁

夫、椛島洋美、加茂利男、河越真帆、河田潤一、

川人貞史、 JII野秀之、河村和徳、上林良一、木坂

)I慎一郎、北開伸一、木原滋哉、木宮正史、木村良

一、木村朗、桐山昇、草薙喜義、久米郁男、倉頭

甫明、栗原彬、桑原英明、小池治、河野康子、神

江伸介、古賀敬太、古城佳子、小館尚文、後藤二

郎、小商秀樹、小林真理、小林良彰、小林幸夫、

小林淑憲、近藤邦康、西東克介、斎藤純一、斎藤

翼、酒井哲哉、酒井正文、酒井由美子、坂口正

治、阪野智一、坂本孝治郎、佐々木毅、佐々木春

夫、津田真治、塩田明子、品田裕、渋谷武、下村

勝巳、白石克孝、白石正樹、進藤兵、進藤雅己、

末内啓子、杉田敦、杉本稔、鈴木一人、鈴木礼

暁、鈴木宜創、曽根泰教、大六野耕作、高木彰

彦、高橋進、武田敏明、竹中千春、竹中佳彦、竹

森正孝、田嶋信雄、田中明彦、田中収、田中節

男、田中俊郎、田中治男、谷聖美、谷口尚子、谷

口将紀、田村浩志、千葉翼、鄭求宗、辻中里、土

川信男、堤林剣、恒川恵市、坪郷賓、土居充夫、

富沢克、外山公美、中島康予、中谷猛、中谷毅、

中谷美穂、中西寛、中部章、中村陽一、永森誠

一、西尾勝、西川伸一、西崎文子、西津由隆、野

田昌吾、埜村紳二、長谷川高生、馬場康雄、早川

誠、早瀬武、原千砂子、半津孝麿、平井一臣、平

石直昭、平野健一郎、平野聡、平野浩、福島新

吾、福田歓一、福元健太郎、藤原孝、古城利明、

星野昭吉、堀雅晴、本田弘、前田康博、員壁仁、

升信夫、増島宏、益田直子、升昧準之輔、増山幹

高、松浦正孝、松岡八郎、松本三之介、水島治

郎、水谷利亮、三谷太一郎、三宅一郎、宮崎隆

次、村松岐夫、村松恵三、森康博、森田朗、森永

毅彦、森脇俊雅、安世舟、安井宏樹、矢田部順

二、薮野祐三、山口二郎、山口定、山口裕司、山

田辰雄、山田真裕、山田光矢、山田竜作、山本隆

基、湯浅墾道、湯本国穂、古瀬征輔、吉野孝、カ

久昌幸、笠京子、和田修一、和田守、渡辺博明、

渡辺浩、渡辺容一郎、 Guthmann, Thierry, 

Lockheimer, F. Roy (2005年12月2日事務総局

受付分まで、順不同・敬称略）

組織委員会では、引き続き皆様からの寄付を受

け付けております。ご寄付は、 1口1000円で、大

学院生3口～、助手・講師・助教授・准教授5口

～、教授（49歳以下） 7口～、教授（50歳以上）

10口一、本会理事経験者・組織委員30日ーを目安

に、下記郵便貯金口座にご送金いただけますと幸

いです。同封の振替用紙をご利用下さい。経費節

減のため、個別に御礼のご連絡は差し上げており

ませんが、ご容赦いただければ幸いに存じます。

加入者 2006年世界政治学会・

福岡大会組織委員会

口座番号 00100-8-777649 

上記口座は、第20回世界政治学会福岡大会の寄

付受付専用です。大会登録料・日本政治学会年会

費のお支払や住所変更等のお届出にはご利用でき

ませんのでご注意下さい。

世界政治学会本部においては、本寄付活動を重

視して、日本政治学会会員に対して大会登録料の

大幅割引を認めた経緯があります。会員の皆様の

積極的なご協力をお願い申し上げます。

2005年12月15日発行

発行 日本政治学会事務局大串和雄

2006年世界政治学会・福岡大会組織委員会事務総局 蒲烏郁夫

〒113-0033 東京都文京区本郷73-1 

東京大学法学部研究室内

FAX 03 5841-3174 

E-mail jpsa@j.u-tokyo.ac.jp （日本政治学会関係）

kabashim @j.u-tokyo.ac.jp （大会組織委員会関係）

側アドスリ一 日本政治学会担当（住所変更・会費）

干164-0003 東京都中野区東中野4-27-37
TEL : 03-5925-2840 

FAX: 03 5925-2913 

E-mail jpsa@adthree.com 
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